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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第14回 
  
  

第三帝国のユダヤ人排斥策を説明したり正当化したりすることは、私の願

いでも仕事でもない。ひとつだけ確かなことは、国家社会主義国家のユダ

ヤ人に対する政策は厳しいものであったということである--おそらく時に

は厳しすぎることもあっただろう。しかし、歴史の真実のために、1つの

ことを明確に述べなければならない：  

    

国家社会主義は、ユダヤ人に対する大量殺戮プログラムを計画したこと

も、実行したこともない！大量殺人は国家社会主義政策の手段ではありま

せん！ユダヤ人に対する犯罪は一度もない。若い世代の一員である私は、

この問題についての専門家ではありませんが、それは主に、私の関心が過

去よりも、現在と未来における国家社会主義政策の必要性にあるためで

す。絶え間なく続く敵のプロパガンダ、多くの情報源の不確実性と怪し

さ、そして、権力者が国家社会主義を悪者にすることに大きな政治的関心

を抱いていることから、第三帝国の本当のユダヤ人政策について完全な真
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実を知ることができるとは思えないのです、ブッヘンヴァルトの囚人ラッ

シニエ教授、アウシュヴィッツのカイザー・ヴィルヘルム研究所の助手ク

リストファーゼンなどの目撃者、アメリカのブッツ教授などの科学者が証

明しているように、私たちは何十年も嘘をつかされてきたのですから。 
    

ドイツの戦争犯罪、特に憎きユダヤ人に対する虐待、異常、犯罪は確かに

あったが、たとえひどい戦争中であっても、その名の下に行われた個人の

悪行のために、ある世界観を非難することはできない。そうでなければ、

フランス共和国の大量殺人や北米インディアンの大量虐殺（「死んだイン

ディアンだけが良いインディアンだ」というのが、前世紀にいつも道徳的

だったアメリカ人の意見だった）の後では、もはや民主主義について語る

べきでなく、集団化および「収容所群島」の何百万もの犠牲者の後には、

もはやマルキシズムについて語るべきでもない！ 
    

世界観は進化し、失敗から学び、問題から成長する。今回の本当の罪は別

のところにある： 
    

半世紀の間に2度目、シオニズムは世界をドイツとの戦争に突入させたの

である。1945年、ドイツの権力は再び崩壊し、第二次世界大戦も敗北し、

再び反逆が起こった。戦争に負けたことは奇跡ではありません！敵が自国

の参謀本部、重要な司令部に座っていたにもかかわらず、勝利したのは奇

跡だっただろう！国防軍の特に高官である反動分子とフリーメーソンの裏

切りの程度は想像を絶するものであり、償いを求める声が上がっている！

兵士の命や帝国の自由と存続に何の関心も持たず、憎い政権を倒して特権

を取り戻すことさえできれば、裏切り者たちは首を吊らなければならない

のだ。 
    

しかし、シオニズムに話を戻す：  

    

この時の勝利は完全なものだった。当初から、西ドイツでは、占領軍とシ

オニズムの従順な下僕である抵抗者と移住者だけが、オストマルクと同様

に政権を握るように配慮されていた。こうすることで、シオニストは自分

たちの存在をより目立たなくすることができ、彼らが取り戻した権力は

人々に気づかれることなく続いていった。今日、このような意見が広く聞
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かれるようになった：  
    

"彼らを放っておいてくれ。FRGの3万人のユダヤ人はもう全然関係ないん

だから。"  
    

その逆も然りである。戦後数十年経った今でも、ドイツは占領国であり、

シオニストの意思によれば、今後もずっとそうであろう。国民が進んで占

領統治に耐えるようにするためには、さまざまな方策が必要だった。 
  

部門です：  
  

ドイツの国境地帯、合計で帝国の領土の4分の1が分離され、隣国へ分配さ

れた。東部地区は、ソ連軍の戦車の威力の下に強制的に占領された。オス

トマルクは、法的にも契約的にも併合を禁止された独立中立国家とされ

た。しかし、西側地帯はアメリカを手本にせざるを得ず、ドイツ占領共和

国となった。 
  

デナズ化：  
  

国家的抵抗の担い手として、国家社会主義者はまず強制収容所に入れられ

（「自動逮捕」）、何年も労働を禁じられ、資産は没収され、当初は政治

活動も許されず、常に新しい迫害と再教育の波にさらされることになっ

た。 
  

繁栄すること：   
  

オストマルクと西ドイツの自由資本主義体制は、繁栄によって人々と体制

を和解させた。戦争の惨禍と占領支配の悲惨さを経験した多くのドイツ人

が、ようやく一度は豊かに暮らせるようになったと喜んだのは、人間とし

て理解できることである。戦勝国の軍隊がドイツの都市を行進しても、ほ

とんど誰も何とも思わなかった西ドイツに比べ、東ドイツでは占領支配が

より顕著に、より明白に残っていたのである。 
  

再教育です：   

  

国民全体が洗脳された。嘘と戦争プロパガンダが歴史となり、誰にも揺る
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がすことが許されず、現代史の「確実な知識」となった。ドイツの裁判所

は、シオニストと占領者の従順な召使として、「結局、ドイツが二つの世

界大戦の責任を負ったこと、ナチスが600万のユダヤ人を殺したことは誰

もが知っているから」と、証明しなくてもいいことを信じ込んで宣言し

た。というのも、「結局のところ、ドイツが2つの世界大戦の責任を負

い、ナチスが600万人のユダヤ人を殺したことは、誰もが知っていること

だからだ」--ところで、これは民主主義と人類のための十字軍で高く評価

されている同盟国スターリンのもとでの大量殺人のごく一部であり、テロ

爆撃や追放による無実の犠牲者と同じ程度だったはずである！- このよう

な洗脳が完璧に成功したため、多くの国民は、弁解のための議論を検討し

たり、反証拠に注意したりすることさえも拒否しています。  

    

世界には、明らかに有罪であることが許されることをこれほど切望してい

る国家はない。移民でありシオニストの下僕であったブラントは、ドイツ

国民の名において、謙虚にポーランドの土地強奪者の前にひざまずいたの

である！再教育は、シオニストの真の成功である。再教育は、わが国民の

健全な要素が自由を求める運動で団結することを妨げるだけである。それ

は恐ろしい犯罪である。なぜなら、その歴史によって、彼らは我々の民族

から魂を奪ってしまったからである。それこそが、私たちが神聖視するも

のすべてを塵に投げ捨てたこの世界の疫病を憎む主な理由である。 
  

人工的な退廃：  

  

文化的生活の破壊、ライフスタイルのアメリカ化、都市の軽視、若者の一

部の軽視、病的な消費主義、人種混合や外国人労働者の統合を求める声、

出生率の低下、ポルノ、乱交、性感染症の増加、私生活への後退、その他

多くのことが、人工的な退廃の症状である。人為的な、とは、私たちの

人々の勤勉さ、働く意志、効率性が、たとえ打ちのめされたとしても、ま

だ存在しているからである。抵抗する力はまだ人民の体の中で蠢いてお

り、まさにその力が若い世代で絶えず強くなっていることが明らかになり

つつある。人為的な退廃は、シオニストが人民の身体を破壊するための最

後の、いわば最終的な手段である。彼らが夢見る「世界国家」の前の最後

の段階である（参照：1926年パネウロパ運動の創始者クーデンホーフ＝カ
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レルギー伯爵：「我々が目指しているのは、ユダヤ人の「精神的貴族」の

指導下にあるアフロ＝ユーラシア混血人種である」（逆カンマ、M・

K）。  

  

今、私たちは、西洋社会を自殺に追い込んでいるメカニズムに気づいてい

る。政治家たちの行動は、愚かさだけでは説明できないからです。このよ

うな観点から見ると 
  

シオニスト議定書』には、少なくとも1つの真実の芽が含まれていると言

える。偶然の一致？ 
  

シオニストの権力の中心は、北米合衆国にある。これは、左翼の反シオニ

ズムが、正直なところ全く意味しない限り、成功しない理由でもある：  

    

反シオニスト左派は、イスラエルがそれ自体として実行可能であり、権力

の道具に過ぎないことを正しく認識している。しかし、主敵は資本主義に

あると考え、シオニズムは資本主義の道具であり、イスラエルはアメリカ

帝国主義の前線基地であり、アラブ民族の肉体に突き刺さる杭に過ぎない

と結論付けているのである。したがって、シオニズムは左翼にとって二次

的な戦争の場、つまり地域的な問題となる。しかし、反シオニスト闘争を

成功させるためには、シオニズムが我々の主敵であるという事実から出発

しなければならない：  
    

ユダヤ国家を支配し、帝国主義的な目的のために利用しているのはアメリ

カではなく、アメリカの政治を支配し、アメリカに国益を著しく損なう中

東での道を歩ませるシオニズムなのである。"資本主義はシオニズムの道

具である！" 

    

FRGがアメリカの植民地であるように、アメリカはシオニストの植民地で

ある。ここにシオニズムの力の源泉がある。アメリカは2度、ドイツに対

して世界大戦を決行した。2回ともアメリカ国民は平和を望み、シオニス

トは戦争を強行した。彼らはアメリカ経済、特に銀行と保険業界の大部分

を支配している。彼らは、すべての主要なテレビネットワークと、有名で

尊敬される主要な日刊紙のほとんどを所有している。彼らは、議会で最も
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組織化された最も強力な「圧力団体」であり、上院議員や下院議員は彼ら

に仕え、大統領選挙では決定的な少数派であり、アメリカ最大の都市

ニューヨークの支配者であり、市長は常にユダヤ人である。モーゲン

ソー、キッシンジャー、ブルメンタールなど、要職にユダヤ人閣僚のいな

いアメリカ政府は存在しない。アメリカには、イスラエルを含め、地球上

のどの国よりも多くのユダヤ人が住んでいる。アメリカの政府の中には、

本当のアメリカ人は統治するのに適していないのではないかという印象を

持つものがある： 
    

ユダヤ人と黒人しかいないんですね！しかし、そのどちらでもない人は、

おそらくポーランド人かそれに類する人でしょう。アメリカはまた--これ

は非常に重要なことだが--世界のフリーメーソンのマザーロッジであり本

部であるブナイブリス・ロッジの発祥の地でもある。ブナイブリスロッジ

からは世界中のフリーメイソンが指令を出し、ここから外交問題評議会

（CFR）へと糸がつながっていく。  

    

CFR、この無害な名前の裏には、本当のアメリカ政府が隠されています。

大統領はここで考え、ここで「決断」する。シオンの賢者、アメリカ経

済、多国籍企業、そして命令の受け手である政府機関の間に最も密接なつ

ながりが見出される場所である。ここで彼らは、未来の世界、「一つの世

界」、つまり世界政府の形成について話すのである。 
    

CFRは、欧州諸国の政治に影響を与え、欧州で最も影響力のある政治家や

実業家が集まるメーソンの秘密組織、いわゆる「ビルダーバーグ会議」に

も影響を及ぼしています。これらのビルダーバーグは、ヨーロッパにおい

て、アメリカのCFRと同様の役割を果たすことを目指しており、彼らとは

個人的なつながりもある。このネットワーク全体が、私たちが「黄金の国

際会議」と呼ぶものの現状であり、反動の本部である。ここには、自由を

求める民族や国家の願望に反対する者が立っている。CFRを通じて、シオ

ニズムの第二の手段である共産主義的支配圏にもつながっているのだ。国

家社会主義者の「共産主義はシオニズムの道具だ！」という声明ほど、多

くの国民にとって信じられない、「クレイジー」な主張はないだろう。 
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ツァーリを陥落させるきっかけとなった1917年の二月革命は、メーソ

ン革命であった。これは、ボルシェビキが政権を握るまでロシアの首

相を務めていたケレンスキーの回想録から明らかである。二月革命に

よって、ほんのわずかだったボリシェヴィキ党が、クーデター（最初

はそれしかなかった）が成功する可能性を持つような形で組織化され

るようになったのである。十月革命の資金は、2つの方法で調達され

た： 
  

メーソン界の仲介で、ロシア革命による東部戦線の救済に理解を示す

帝国ドイツ参謀本部の興味を喚起したのである。 

革命とそれに続く内戦の勝利の実質的な組織者であるユダヤ人トロツ

キー（本名はブロンシュタイン）を通じて、ユダヤ系アメリカ人の銀

行家ウォーバーグの資金を含むかなりの財源がボルシェビキ党の財源

に流入した。ボリシェヴィキの主要人物は、レーニン、カガノヴィッ

チ、悪名高いチェカ長官ドシェリインスキー、とりわけトロツキーな

ど、ほとんど全員がユダヤ人、あるいはユダヤ系の血を引く人物だっ

た。 
  

後者は、ボルシェビキ革命の指導におけるシオニストの腹心として、

決定的な人物であった。トロツキーは、病気のレーニンの後継者であ

り、全ヨーロッパをボルシェビキの支配下に置くという「永久革命」

の英雄であることを意図した人物でもあった。ボルシェビキの指導者

たちの出自も資金源も否定することはできない。詳細はまだ謎に包ま

れているかもしれないが、シオニストによるマルクス主義の支持は、

マルクス主義を発展させ、力を持たせたのがユダヤ人であるという事

実以上に疑わしいものではないのである。そして、「一つの世界」、

すなわち世界革命という同じ構想を、上と下から同時に追求すること

以上に、本当に良い考えがあるのだろうか。 
    

大衆は、資本主義と共産主義の見かけの対決という光景に目を奪わ

れ、両体制の権力者が同じであること、そして、互いに本気で傷つけ

合うことはなく、暗黙のうちに世界を二分していることに気づきもし

ない。表向きは反共主義的な言い回しをしていても、実際には、アメ

リカの政策によってソ連が途切れることなく優遇されていることを、
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私たちは当初から現在に至るまで体験している。ここにいくつかの

キーワードがある： 
  

ユダヤ系アメリカ人の大銀行によるレーニンとトロツキーへの融資、

内戦中の反共主義者とツァーリスト忠実派に対する西側の支援の欠

如、対独戦争におけるソ連・アメリカ同盟、軍事的にすでに敗北した

ソ連をソ連軍の大規模かつ無償の装備（リース・ローン契約）によっ

て救済、ドイツとヨーロッパのアメリカ・ソ連間の分割；アメリカの

原爆独占による圧力可能性の放棄と、ソ連を第二の世界大国と認める

こと（権力政治的にそうなるずっと前に、奇妙な「スパイ事件」に

よってソ連指導部の手に原子研究の秘密が渡り、ソ連の原子爆弾はそ

れに続き、その拡張は抵抗なく受け入れられる）；東欧圏（ウクライ

ナ、ハンガリー、東部地区）の反乱に対する西側の援助なし、ソ連の

脱植民地化プロパガンダに対するアメリカの支援（こうして2つの世界

大国は、最後の比較的独立したライバルであるフランスとイギリスの

植民地帝国を粉砕した）、内戦の最中に突然国民中国への軍事援助を

打ち切り、中国での共産党の勝利を可能にした、ソ連への西側技術の

供給、ベトナムとアンゴラなど。,など。  

    

数え上げればきりがない。歴史上の「陰謀論」を信じない人でも、こ

れほどの「愚かさ」は、もはや普通ではなく、偶然でもないことを認

めざるを得ないだろう。一点一点、違う説明ができるのに、60年以上

にわたってこの展開？すべて偶然なのか？ 
    

すべてが偶然であるならば、確率の計算によれば、決断もまた、時

折、我々に有利に働くはずである。しかし、このような場合、例え

ば、シオニストの影響から中国共産党を解放する場合、中露の対立の

場合、西側の政策は、ほとんど絶望的にこれを利用しようとしない。

いや、ここでは全く異なる計画やアイデアが追求されていることは、

誰の目にも明らかであるはずだ。しかし、一般市民にとっては、大資

本家と共産主義者の共通点、共通利益がどこにあるのかが理解できな

いのである。共産主義者の支配者にとっては、西側の技術、経済援

助、知識、富を必要としていることは明らかなようだ。  
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しかし、インサイダーたち、つまり大資本家、銀行家、有力なフリー

メーソン、シオニストといった小さな層は、何を望んでいるのだろう

か。彼らは西洋世界を支配する巨大な力を持っており、マルチコーポ

レーションは真の大国であり、彼らは無限の富を持っている。金と影

響力に基づく彼らの力を増大させるものはただ一つ、絶対的な力、す

なわち世界征服である！ 
    

ここで、赤は黄金のインターナショナルと出会う。地球を支配する総

力戦という共通の夢の中で。また、資本主義と共産主義がシオニズム

の中で一体化するのもここであり、選ばれた人々の世界支配という神

の約束を権力政治的に実現するのである。しかし、完全な世界支配

は、少なくとも権力者にとっては、完全な世界支配であることに変わ

りはない。絶対的な権力は、どのような仮面の下でも、どのような名

前でも、常に同じものである。大銀行家と書記長との間に違いはな

い。ここに、進化した、民族と国家の自然な秩序に反対する者が姿を

現す。理想主義や人間の尊厳の反対者である！いずれにせよ、シオニ

ズムとは、パレスチナにユダヤ人国家を樹立し維持すること以上の意

味を持つことは明らかであるはずである。 
    

ナフム・ゴールドマン博士は、しばしば驚くほど正直であるが、親ユ

ダヤのオピニオンメーカーのメカニズムがうまく機能しているため、

自分の発言のリスクが低いことも知っており、こう詳しく述べてい

る： 
    

"ユダヤ人はウガンダやマダガスカルなどの領土をユダヤ人の祖国とす

ることができたが、パレスチナ以外は絶対に欲しくなかった。"死海か

ら蒸発によって5兆ドル相当の金属類と金属粉が生産できるからではな

く、土壌に南北アメリカの石油埋蔵量を合わせた20倍もの石油がある

からではなく、パレスチナがヨーロッパ、アジア、アフリカの交差点
だから、パレスチナが世界政治力の真の中心、世界支配の戦略的中心
を成すからだ。"(1979.3.6の追記;) 

  

私たちの信念は、他の著名人たちにも共有されている。イスラム教

シーア派の最高宗教指導者であり、親シオニストであるシャーを打ち
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負かしたホメイニは、1968年に著書『イスラム連隊』の中でこう書いて

います：  
    

"...これらの策略を暴露し、ユダヤ人とその外国人後援者が、ユダヤ人が

世界を支配する道を開くために、イスラムに対して共謀したことを世界
に大声で叫ぶことは、我々の義務です..." 
  

ユダヤ人問題をどう解決するかという問題は残る。あらゆる可能性を味

方につけているように見えるこの強大な力に、私たちはどう立ち向かえ

ばいいのか。 
    

まず第一に、認識されている相手は戦いやすいということです。シオニ

ズムの重要な戦略は、常に背後にいて、静かに活動することであった。

いわゆる「反ユダヤ」的な著作や書籍の禁止、民族思想の穏やかな弾

圧、洗脳はすべてこの目的にかなうものです。これはもう不可能です！

人々はついに目を覚まし、歴史の真の形成者を求めているのです。 
    

ユダヤ人問題は解決できる、シオニストという世界の疫病神の力を断ち

切らねばならない。我々が権力を掌握した場合、ユダヤ人は直ちにドイ

ツ国籍を失い、外国人法の下に置かれることになる！  
    

彼らは権力の座を明け渡し、我が国民の客人として振舞わなければなら

ないだろう。もちろん、これは解決策ではないが、国家の一方的な行動

は、歴史が示すように、悲惨なことになる。シオニズムは、再びユダヤ

人迫害を声高に叫び、世界を第三次世界大戦に陥れようとするだけであ

る。 
    

シオニズムの世界的な権力もまた、世界的に壊されなければならない。

そうすれば、民族と人種に基づく自然な世界秩序の可能性も出てくる。

一方、絶対的で物質主義的な世界強制国家の恐怖のビジョン-不幸な民族

の妄想的な夢-は現実化することができない。ユダヤ人は、彼らが自由に

生活できる独自の国家を持つべきである。この国家は実行可能で、すべ

てのユダヤ人を含むものでなければならない。この新しいユダヤ人の国

家は、パレスチナに置いてはならない。パレスチナはアラブの祖国であ
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り、今もそうである！しかし、世界には、勤勉で知的な人々のための十

分なスペースがまだあり、そうなれば、もはや世界の恐怖となる必要は

ない。また言った：  

    

私たちの憎しみは、シオニストという世界の疫病に対して向けられてい

るのであって、個々のユダヤ人に対してではありません。シオニズムの

道具にならなかったユダヤ人は、常に存在し、今も存在する。私たちが

訴えるのは、彼ら、そしてシオニスト指導者の犯罪についてまったく明

確な考えを持たないユダヤ人たちである： 
    

"人と同じになる "こと、"選ばれる "という夢を捨て去ること。ゴイム

（異邦人）の上に誇らしげに上り詰めてはならない、そうすれば彼らの

抵抗に遭うこともない。一線を引いて、新たに出発しよう！"  

   

しかし、もしそうならず、シオニズムがその世界的な犯罪計画をあきら

めないのであれば、容赦なく潰されることになる。 
    

ユダヤ人問題の最終解決： 
    

これは、ユダヤ人の絶滅を意味するのではなく、シオニズムの完全な破

壊を意味します。 
    

この最終的な解決は、近未来の最重要課題である。 
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